
証券コード3778

平成26年６月４日

株 主 各 位

大阪市中央区南本町一丁目８番14号

さくらインターネット株式会社

代表取締役社長 田 中 　 邦 裕

第15回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第15回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ

いますようご通知申し上げます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます

ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用

紙に賛否をご表示いただき、平成26年６月19日（木曜日）午後５時までに到着するよ

うご返送いただきたくお願い申し上げます。

敬 具

記

１．日 時 平成26年６月20日（金曜日）午前10時

２．場 所 大阪市北区梅田三丁目３番45号

ホテルモントレ大阪 14階 「浪鳴館」

３．目 的 事 項

報 告 事 項 第15期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）事業報告

及び計算書類報告の件

決 議 事 項

　第１号議案 剰余金の処分の件

　第２号議案 取締役６名選任の件

第３号議案 監査役１名選任の件

以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ

さいますようお願い申し上げます。

◎株主総会参考書類、事業報告及び計算書類に修正が生じた場合は、インターネット

上の当社ウェブサイト（http://www.sakura.ad.jp）に掲載させていただきます。
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（添付書類）

事 業 報 告

（平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで）

１．会社の現況に関する事項
　(1) 事業の経過及びその成果

当事業年度におけるわが国の経済は、政府の各種政策効果が下支えしているこ

となどにより、緩やかな回復が続いておりますが、海外景気の下振れリスクが依

然として存在することに加え、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動が懸

念されるなど、先行き不透明な状況となっております。

当社の属するデータセンター市場においては、クラウドサービスの利用拡大、

ITインフラのアウトソーシング需要の高まりなどを背景に、安定した成長が続い

ております。一方、前事業年度より首都圏内のデータセンター新設・増設が相次

いでおり、ハウジングサービスなどの価格競争は一段と厳しさを増しております。

こうした状況のもと、当社はコストパフォーマンスに優れたデータセンターサ

ービスを、多様なラインナップで提供することにより、他社との差別化を図って

まいりました。その結果、当事業年度の売上高は10,045,625千円（前事業年度比

5.9％増）となりました。

営業利益につきましては、売上高は増加したものの、石狩データセンターの稼

働スペース拡大や将来の事業成長に必要な人材確保に伴う経費の増加などにより、

736,909千円（前事業年度比15.0％減）となりました。

経常利益につきましては、営業利益の減少や設備投資資金の調達に伴う支払利

息の増加などにより、633,888千円（前事業年度比22.0％減）となりました。

当期純利益につきましては、経常利益の減少や都内データセンターの一部縮小

に伴う減損損失の計上などにより、353,465千円（前事業年度比26.2％減）となり

ました。

サービス別の状況は以下のとおりであります。

なお、当事業年度より、サービス別売上高の分類変更を行っております。この

ため、以下の事業年度比較につきましては、前事業年度の実績値を変更後の分類

に組み替えて行っております。

①ハウジングサービス

石狩データセンターで提供する大規模ハウジング案件の受注があったものの、

首都圏におけるデータセンター開設ラッシュに伴う価格競争激化を背景として、

都内データセンターを利用する大口顧客の解約が発生したことなどにより、ハ

ウジングサービスの売上高は3,000,170千円（前事業年度比3.5％減）となりま

した。
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②専用サーバサービス

大型案件の複数受注など「さくらの専用サーバ」は順調に売上を伸ばしてお

りますが、旧サービスから新サービスへの切り替えが進み旧サービスの解約が

続いたことなどにより、専用サーバサービスの売上高は2,626,828千円（前事業

年度比8.0％減）となりました。

③レンタルサーバサービス

競争力強化のため、プラン改定、機能強化や初期費用無料キャンペーンを実

施したことで、着実にユーザ数を積み増した結果、レンタルサーバサービスの

売上高は2,168,619千円（前事業年度比12.2％増）となりました。

④VPS・クラウドサービス

自由度の高さと優れたコストパフォーマンスが評価され、引き続き「さくら

のVPS」と「さくらのクラウド」の双方で多くのユーザを獲得したことにより、

VPS・クラウドサービスの売上高は1,226,284千円（前事業年度比67.4％増）と

なりました。

⑤その他サービス

ハウジングサービスの新規顧客に提供する機材の大口販売が発生したことや、

ドメイン取得サービスの売上が引き続き好調を維持していることなどにより、

その他サービスの売上高は1,023,721千円（前事業年度比20.3％増）となりまし

た。

※ サービス別売上高の分類変更

前事業年度まで「その他サービス」に含まれていた「さくらのクラウド」と、

「VPSサービス」に含まれていた「さくらのVPS」は、共に仮想化技術を活用した

サービスであり、共通する特性も多いことから、当事業年度より売上高を統合

し、「VPS・クラウドサービス」として分類することといたしました。

サービス区分別の状況

サ ー ビ ス 区 分

前 事 業 年 度 当 事 業 年 度
前事業年度比

(％)
売上高(百万円)

売 上 高
構成比率(％)

売上高(百万円)
売 上 高

構成比率(％)

ハウジングサービス 3,108 32.8 3,000 29.9 △3.5

専用サーバサービス 2,856 30.1 2,626 26.1 △8.0

レンタルサーバサービス 1,933 20.4 2,168 21.6 ＋12.2

VPS・クラウドサービス 732 7.7 1,226 12.2 ＋67.4

その他サービス 851 9.0 1,023 10.2 ＋20.3

合 計 9,482 100.0 10,045 100.0 ＋5.9
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　(2) 設備投資の状況

当事業年度中における設備投資の総額は、3,175,316千円であり、主に各データ

センターの設備強化や機材調達等によるものであります。

　(3) 資金調達の状況

設備投資等の所要資金は、リース、借入金及び自己資金によっております。
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　(4) 対処すべき課題

当社は、国内有数規模のITインフラを持つデータセンター事業者として、その

スケールメリットと、長年のデータセンター運営とホスティングサービスの提供

によって培ったノウハウを活かし、コストパフォーマンスに優れたサービスの提

供とサービスラインナップの拡充に継続的に取り組んでまいりました。その結果、

ITサービス事業者を中心に多大な支持を受け、国内トップクラスのデータセンタ

ー事業者へと成長することができました。

しかしながら、データ通信量の増大やITアウトソーシングサービスへの需要の

高まりなどを背景に、当市場の成長は引き続き見込まれるものの、顧客のIT投資

コストへの削減要求の高まりやコスト競争力の強い海外事業者の国内市場参入な

どにより、当市場におけるマーケットプライスの低下が進み、当社を取り巻く環

境は厳しさを増しております。

このような環境の中で、持続的な成長と安定した収益体質を実現するためには、

既存の競争優位性を高めつつ、新たな競争優位性の獲得が必要であると考えてお

ります。そのため、当社事業の重要な構成要素である①ITインフラ、②テクノロ

ジー、③サービス、④セールスの強化を通じて、新たな競争優位性を獲得するこ

とを対処すべき課題としております。

①ITインフラ

・国内有数規模のデータセンター事業者であるスケールメリットを最大限に活用

・各地域の特性を活かしたデータセンター運営とサービス供給体制の構築

・一気通貫のオペレーション体制による柔軟性と拡張性の強化

②テクノロジー

・先進的なネットワーク技術の研究開発

・データセンターの省エネルギー化推進

・長年のデータセンター運営とホスティングサービスの提供で培ったノウハウの

システム化

③サービス

・複数のサービスをシームレスに一元管理できる環境の提供

・優れた信頼性と圧倒的なコストパフォーマンスの両立を実現

・顧客の様々な事業ステージやIT戦略に対応できるサービスラインナップの構築

④セールス

・エンタープライズ市場に強い双日グループ等とのリレーション強化

・大口顧客の個別ニーズに沿ったソリューションサービスを提供

・さくらブランドを活かした顧客基盤の更なる拡大

株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご理解とご支援を賜ります

ようお願い申し上げます。
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　(5) 財産及び損益の状況の推移

区 分
第 12 期

(平成23年３月期)
第 13 期

(平成24年３月期)
第 14 期

(平成25年３月期)
第 15 期

(平成26年３月期)

売 上 高(千円) 8,584,389 9,164,627 9,482,400 10,045,625

経 常 利 益(千円) 1,194,601 808,411 812,600 633,888

当 期 純 利 益(千円) 572,818 556,507 479,019 353,465

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

(円) 66.01 64.13 55.20 40.73

総 資 産(千円) 9,809,115 11,141,020 12,513,149 13,865,366

純 資 産(千円) 2,284,107 2,738,598 3,174,204 3,484,282

（注）当社は、平成23年10月１日付けで普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っておりま
す。そのため、上記の１株当たり当期純利益につきましては、当該分割が第12期（平成23年
３月期）の期首に行われたと仮定して、それぞれ算出しております。

(6) 重要な親会社の状況

当社の親会社は双日株式会社で、同社は当社の株式を3,496,400株（持株比率

40.29％）を保有しております。また同社は、当社の代表取締役社長である田中邦

裕の資産管理会社でかつ当社第二位株主である株式会社田中邦裕事務所（所有株

式数1,122,400株、持株比率12.93％）との間で、双日株式会社が決定した内容と

同一の内容の議決権を行使することを合意しているため、実質支配力基準により、

当社の親会社となっております。

　(7) 主要な事業内容（平成26年３月31日現在）

当社は、自社でデータセンターの運営とインターネットのバックボーンを構築

し、それらを基にしたデータセンターサービスを提供する事業を行っております。

当社が提供するサービスは、以下のとおりです。

①ハウジングサービス

当社が運営するデータセンター内に、顧客所有の通信機器類を自由に設置で

きるスペースと、インターネット接続に必要な回線や電源などを貸与するサー

ビスです。

②専用サーバサービス

当社が所有する物理サーバを、専用で利用できるサービス（「さくらの専用サ

ーバ」など）です。独自にサーバの設定が可能であることや、ソフトウエアの

インストールに制約が無いことなど、レンタルサーバサービスと比べて自由度

の高い点が特徴です。
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③レンタルサーバサービス

当社が所有する物理サーバを、複数の顧客が共同で利用するサービス（「さく

らのレンタルサーバ」）と、専用で利用できるサービス（「さくらのマネージド

サーバ」）がございます。サーバの設定やソフトウエアのインストールに一定の

制約がございますが、専門知識を要するサーバのメンテナンスなどは当社が代

行いたしますので、顧客の作業負担が大幅に軽減される点が特徴です。

④VPS・クラウドサービス

仮想化技術により、物理サーバ上に複数の仮想サーバを構築し、そのひとつ

ひとつが専用サーバのように利用できるサービスです。基本的に仮想サーバ１

台ごとの単体契約となるサービス（「さくらのVPS」）と、契約の中で複数台サー

バのお申し込みとそのネットワーク設定を可能とし、日割や時間割での課金が

可能なサービス（「さくらのクラウド」）がございます。物理サーバよりも自由

度が高く、優れたコストパフォーマンスが特徴です。

⑤その他サービス

前述の主たる業務に付帯するサービスです。

　(8) 主要な営業所等（平成26年３月31日現在）

事業所名 所 在 地

本 社 大阪市中央区南本町一丁目８番14号 堺筋本町ビル９階

東 京 支 社 東京都新宿区西新宿七丁目20番１号 住友不動産西新宿ビル33階

堂島データセンター 大阪市北区

東新宿データセンター 東京都新宿区

西新宿データセンター 東京都新宿区

代官山データセンター 東京都渋谷区

石狩データセンター 北海道石狩市

　(9) 従業員の状況（平成26年３月31日現在）

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

236名 35名増 36.83歳 6.00年

（注）１.従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員で
あります。

２.従業員数には、契約社員、派遣社員及びアルバイトは含んでおりません。
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　(10) 主要な借入先（平成26年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 972,000千円

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 603,570千円

石 狩 市 461,541千円

株 式 会 社 北 洋 銀 行 444,580千円

株 式 会 社 日 本 政 策 投 資 銀 行 186,900千円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 56,000千円

２．会社の株式に関する事項（平成26年３月31日現在）
(1) 発行可能株式総数 24,800,000株

(2) 発行済株式の総数 8,677,489株（自己株式111株を除く。）

　(3) 株主数 2,273名

　(4) 大株主

株 主 名 持 株 数（株） 持株比率（％）

双 日 株 式 会 社 3,496,400 40.29

株 式 会 社 田 中 邦 裕 事 務 所 1,122,400 12.93

CGML PB CLIENT ACCOUNT/COLLATERAL 530,600 6.11

株 式 会 社 S B I 証 券 346,800 3.99

鷲 北 賢 274,000 3.15

田 中 邦 裕 251,600 2.89

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 162,100 1.86

萩 原 保 克 148,800 1.71

菅 博 120,400 1.38

さ く ら イ ン タ ー ネ ッ ト 従 業 員 持 株 会 91,500 1.05

（注）１.持株比率は、自己株式（111株）を控除して計算しております。
２.エムエーエム・ピーティーイー・リミテッドから、平成26年３月19日付けで、484,100株

（5.58％）を保有している旨の大量保有報告書が関東財務局長に提出され、当社はその写し
の送付を受けました。しかし、当事業年度末における株主名簿では確認ができていないた
め、上記大株主には含めておりません。なお、同社から、平成26年４月16日付けで、当社
株式の全部を売却した旨の大量保有報告書の変更報告書が関東財務局長に提出され、当社
はその写しの送付を受けました。

３.当事業年度末日以降、アルファレオ キャピタル アドバイザーズ リミテッドから、平成26
年４月８日付けで、535,900株（6.18％）を保有している旨の大量保有報告書が関東財務局
長に提出され、当社はその写しの送付を受けました。
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３．会社の新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。

４．会社役員に関する事項
　(1) 取締役及び監査役の氏名等（平成26年３月31日現在）

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 田 中 邦 裕

株式会社田中邦裕事務所 代表取締役社長
内部監査室、新規事業室、さくらインターネ
ット研究所、開発部、企画部担当
内部監査室室長、新規事業室室長、開発部部
長、企画部部長

取 締 役 副 社 長 舘 野 正 明
営業部、広報宣伝室担当
営業部部長、広報宣伝室室長

取 締 役 川 田 正 貴
経理財務部、リスクマネジメント室担当
経理財務部部長

取 締 役 村 上 宗 久
エンタープライズ営業推進室担当
エンタープライズ営業推進室室長

取 締 役 野 村 昌 雄
双日システムズ株式会社 社外取締役
双日株式会社 機械部門 産業情報部ICT専
門部長

( 常 勤 ) 監 査 役 野 﨑 國 弘

監 査 役 小 川 清 司

監 査 役 梅 木 敏 行 オシリス株式会社 取締役

監 査 役 吉 田 昌 義 吉田税理士事務所代表

（注）１.野村昌雄氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
２.野村昌雄氏は、日商エレクトロニクス株式会社の社外取締役を兼職しておりましたが、平

成25年６月７日付けで退任いたしました。
３.野村昌雄氏は、双日システムズ株式会社の社外取締役を兼職しておりましたが、平成26年

４月30日付けで退任いたしました。
４.野村昌雄氏は平成26年４月30日に取締役を辞任いたしました。
５.小川清司氏、梅木敏行氏及び吉田昌義氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であ

ります。
６.監査役吉田昌義氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見

を有するものであります。
７.監査役吉田昌義氏は、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じるお

それのない独立役員であります。
８.双日株式会社は、当社の親会社にあたります。
９.双日システムズ株式会社及び日商エレクトロニクス株式会社は、当社の親会社である双日

株式会社の子会社にあたります。
10.当社と双日システムズ株式会社との間にはサービスの提供についての取引がございます。
11.当社と日商エレクトロニクス株式会社との間には資材の仕入及びサービスの提供について

の取引がございます。
12.当社とオシリス株式会社との間に重要な取引その他の関係はございません。
13.当社と吉田税理士事務所との間に重要な取引その他の関係はございません。
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14.平成26年４月１日付けで次のとおり変更がありました。

氏 名
担当及び重要な兼職の状況

変 更 前 変 更 後

田 中 邦 裕

株式会社田中邦裕事務所 代表取締役社

長

内部監査室、新規事業室、さくらインタ

ーネット研究所、開発部、企画部担当

内部監査室室長、新規事業室室長、開発

部部長、企画部部長

株式会社田中邦裕事務所 代表取締役社

長

内部監査室、新規事業室、さくらインタ

ーネット研究所、人事部担当

内部監査室室長、新規事業室室長、人事

部部長

舘 野 正 明
営業部、広報宣伝室担当

営業部部長、広報宣伝室室長

企画部、開発部、広報宣伝室担当

企画部部長、開発部部長、広報宣伝室室

長

村 上 宗 久
エンタープライズ営業推進室担当

エンタープライズ営業推進室室長

経営企画室、エンタープライズ営業推進

室担当

経営企画室室長

梅 木 敏 行 オシリス株式会社 取締役
オシリス株式会社 取締役

明建工業株式会社 取締役
　 ※当社と明建工業株式会社との間に重要な取引その他の関係はございません。
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(2) 取締役及び監査役の報酬等の額

① 当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 ４名 76,800千円

監 査 役
（うち社外監査役）

４名
（３名)

17,850千円
（ 9,315千円）

合 計 ８名 94,650千円

（注）１.取締役の報酬限度額は、平成22年６月24日開催の第11回定時株主総会において年額150,000
千円以内（うち社外取締役10,000千円以内）と決議いただいております。また、これとは
別枠で、平成18年６月27日開催の第７回定時株主総会においてストックオプションに係る
報酬として年額20,000千円以内の新株予約権の支給を決議いただいております。

２.監査役の報酬限度額は、平成12年10月２日開催の臨時株主総会において年額20,000千円以
内と決議いただいております。また、これとは別枠で、平成18年６月27日開催の第７回定
時株主総会においてストックオプションに係る報酬として年額10,000千円以内の新株予約
権の支給を決議いただいております。

３.上記には、無報酬の社外取締役は含めておりません。

② 報酬等の内容の決定に関する方針

取締役及び監査役の報酬については、株主総会の決議により、取締役全員及

び監査役全員のそれぞれの報酬総額の最高限度額を決定しております。

各取締役の報酬額は、代表取締役が業務分掌の内容及び業績への貢献度など

を総合的に勘案し、取締役会に提案のうえ、取締役会が決定しております。各

監査役の報酬額は、監査役の協議により決定しております。
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　(3) 社外役員に関する事項

　 ① 重要な兼職先である法人等と当社との関係

重要な兼職先と当社との関係につきましては９頁「(1) 取締役及び監査役の

氏名等」に記載のとおりであります。

　 ② 社外取締役及び社外監査役の活動状況

取締役会及び監査役会への出席状況及び発言内容

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

社外取締役 野 村 昌 雄

当事業年度開催の取締役会には、13回中13回出席し、
主に出身分野である情報・通信業界における豊富な経
験から、必要に応じ、当社の経営上有用な指摘、意見
を述べております。

社外監査役 小 川 清 司

当事業年度開催の取締役会には、13回中12回、また監
査役会には13回中12回出席し、主に情報・通信業界に
おける豊富な経験から、必要に応じ、当社の経営上有
用な指摘、意見を述べております。

社外監査役 梅 木 敏 行

当事業年度開催の取締役会には、13回中13回、また監
査役会には13回中13回出席し、主に情報・通信業界に
おける豊富な経験から、必要に応じ、当社の経営上有
用な指摘、意見を述べております。

社外監査役 吉 田 昌 義

当事業年度開催の取締役会には、13回中13回、また監
査役会には13回中13回出席し、主に税理士として専門
的な見地から、必要に応じ、当社の経営上有用な指
摘、意見を述べております。

（注）書面決議による取締役会の回数は除いております。

　 ③ 責任限定契約の内容の概要

当社と社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づ

き、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契

約に基づく賠償責任限度額は、法令の定める最低責任限度額となります。
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５．会計監査人の状況
　(1) 会計監査人の名称

新日本有限責任監査法人

　(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 25,000千円

② 当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 25,000千円

(注) 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金

融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、

実質的にも区分できませんので、上記①の金額はこれらの合計額を記載

しております。

　(3) 責任限定契約の内容の概要

当社と会計監査人である新日本有限責任監査法人は、会社法第427条第１項の規

定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、

当該契約に基づく賠償責任限度額は、法令の定める最低責任限度額となります。

　(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障のある場合等、その必要があると

判断した場合は、監査役会の同意を得たうえで、又は監査役会の請求に基づいて、

会計監査人の解任又は不再任を株主総会の会議の目的とすることとします。

　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任します。この場

合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、

会計監査人を解任した旨及びその理由を報告します。
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６．会社の体制及び方針
当社は、平成18年５月１日開催の取締役会において、会社法第362条及び会社法施

行規則第100条に基づき、業務の適正を確保するための体制（以下、「内部統制シス

テム」という）について、以下のとおり決議しております。下記は平成24年５月11

日に一部を改定した内容となっております。

(1) 取締役及び社員の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制

① 法令遵守及び社会倫理を企業活動の原則とし、日常的に取締役が、代表取締

役社長（以下、「社長」という）を筆頭にしてコンプライアンスの意義と重要

性を全社員に理解させるように努める。

② コンプライアンス規程を制定し、取締役及び社員が職務執行にあたり法令等

を遵守することの周知徹底を図る。

③ 社長を委員長とするリスク統括委員会が、全社的なコンプライアンス体制の

運用状況の確認及び問題点に対する是正の検討を行い、取締役会に報告する。

④ 内部通報規程に基づき、内部監査室及び社外弁護士が、役員及び社員からの

法令違反行為等に関する通報及び相談の窓口となり、当該行為の早期発見、

是正及び防止に努める。

⑤ 内部監査室長は、取締役及び社員による職務執行の法令等の適合性を監査し、

社長に報告する。

⑥ 取締役及び社員は、財務計算に関する書類その他の情報の適正を確保するた

め、金融商品取引法等の法令に準拠し、財務報告に係る内部統制の体制の整

備を推進する。

⑦ 反社会的勢力から不要な要求があった場合には、必要に応じて外部機関（警

察、弁護士等）と連携して組織的に取り組み、毅然とした対応をとる。また、

自治体（都道府県）が制定する暴力団排除条例の遵守に努め、暴力団等反社

会的勢力の活動を助長し、又は暴力団等反社会的勢力の運営に資することと

なる利益の供与は行わない。

　 (2) 取締役の職務の執行にかかる情報の保存及び管理に関する体制

① 総務部の部門長は、取締役の職務執行にかかる情報の保存及び管理につき、

全社的に統括する。

② 総務部の部門長は、取締役会で定める文書管理規程に従い、職務執行にかか

る情報を文書又は電磁的媒体に記録し、保存する。

③ 取締役及び監査役は、文書管理規程により、上記文書等を常時閲覧すること

ができるものとする。

― 14 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2014年05月27日 20時29分 $FOLDER; 14ページ （Tess 1.40 20131220_01）



　 (3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

① リスク管理規程を制定し、企業活動の持続的発展を阻害するあらゆるリスク

に対処するシステムを構築する。

② 社長を委員長とするリスク統括委員会が、全社的なリスク管理体制の運用状

況の確認及び問題点に対する是正の検討を行い、取締役会に報告する。

③ 内部監査室長は、全社的なリスク管理体制の運用状況を監査し、社長に報告

する。

　 (4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

取締役及び社員は、以下の経営管理システムを用いて、取締役の職務の執行の

効率化を図る。

① 業務分掌、職務権限及び意思決定ルールの策定

② 稟議システムを用いた意思決定

③ 取締役会による中期経営計画の策定、中期経営計画に基づく事業部門毎の業

績目標と予算の設定と、ITを活用した月次・四半期業績管理の実施

④ 取締役会による月次業績のレビューと改善策の実施

　 (5) 当社における業務の適正を確保するための体制

① リスク統括委員会は、当社の内部統制システムに関する協議、情報の共有化、

指示及び要請の伝達等が効率的に行われているかを調査し、その結果を取締

役会に報告する。

② 内部監査室長は、当社の内部監査を実施し、その結果を社長に報告する。

③ 監査役は、当社の監査を実施し、その結果を取締役会に報告する。

(6) 監査役がその職務を補助すべき社員を置くことを求めた場合における当該社員

に関する体制並びにその社員の取締役からの独立性に関する事項

① 監査役は、内部監査室所属の社員に監査業務に必要な事項を命令することが

可能である。

② 監査役より監査業務に必要な命令を受けた社員は、その命令に関して、取締

役等の指揮命令を受けないものとする。
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(7) 取締役及び社員が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関す

る体制

① 取締役及び社員は、監査役会の定めるところに従い、各監査役の要請に応じ

て必要な報告及び情報提供を行うこととする。

② 上記の報告及び情報提供として主なものは次のとおりとする。

・部門ミーティングへの参画

・当社の内部統制システム構築に関わる部門の活動状況

・当社の重要な会計方針、会計基準及びその変更

・業績及び業績見込の発表内容、重要開示書類の内容

・内部通報制度の運用及び通報の内容

・監査役から要求された社内稟議書及び会議議事録の回付

・会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項

・毎月の経営状況として重要な事項

・内部監査状況及びリスク管理に関する重要な事項

・重大な法令・定款違反

・その他コンプライアンス上重要な事項

　 (8) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 監査役と取締役との間の定期的な意見交換を行っている。

② 内部統制システムに精通している弁護士・会計士と契約し、監査業務に関す

る助言を受ける機会を保障する。

　

（注） 平成26年３月５日付けで上記「内部統制システム」の(3)②及び(5)①を以

下のとおり改定し、平成26年４月１日より施行しております。（下線は改定

部分であります。）

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　 ② 社長を委員長とするリスク統括委員会が、全社的なリスク管理体制の運

用状況の確認及び問題点に対する是正の検討を行い、必要に応じて取締役

会に報告する。

(5) 当社における業務の適正を確保するための体制

　 ① 社長を委員長とする内部統制委員会が、当社の内部統制システムに関す

る協議、情報の共有化、指示及び要請の伝達等が効率的に行われているか

を調査・検討する。

― 16 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2014年05月27日 20時29分 $FOLDER; 16ページ （Tess 1.40 20131220_01）



貸 借 対 照 表

(平成26年３月31日現在)

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 3,520,630 流 動 負 債 4,944,408

現 金 及 び 預 金 2,087,071 買 掛 金 163,294

売 掛 金 644,829 短 期 借 入 金 176,000

貯 蔵 品 392,259 １年内返済予定の長期借入金 632,666

前 渡 金 30,413 リ ー ス 債 務 1,018,239

前 払 費 用 185,162 未 払 金 377,545

繰 延 税 金 資 産 156,733 設 備 関 係 未 払 金 148,312

そ の 他 58,689 未 払 費 用 121,507

貸 倒 引 当 金 △34,528 未 払 法 人 税 等 74,677

固 定 資 産 10,344,735 前 受 金 2,100,161

有 形 固 定 資 産 8,823,790 預 り 金 2,394

建 物 5,008,284 賞 与 引 当 金 125,503

構 築 物 59,743 そ の 他 4,104

工具、器具及び備品 795,718 固 定 負 債 5,436,676

土 地 439,471 長 期 借 入 金 1,915,925

リ ー ス 資 産 2,520,573 リ ー ス 債 務 3,172,582

無 形 固 定 資 産 983,835 設 備 関 係 未 払 金 227,583

ソ フ ト ウ エ ア 158,857 資 産 除 去 債 務 117,547

ソフトウエア仮勘定 802,103 そ の 他 3,036

そ の 他 22,875 負 債 合 計 10,381,084

投資その他の資産 537,109 純 資 産 の 部

投 資 有 価 証 券 27,236 株 主 資 本 3,484,282

長 期 前 払 費 用 40,466 資 本 金 895,308

敷 金 及 び 保 証 金 409,969 資 本 剰 余 金 250

繰 延 税 金 資 産 59,436 資 本 準 備 金 250

利 益 剰 余 金 2,588,791

利 益 準 備 金 21,854

そ の 他 利 益 剰 余 金 2,566,936

繰 越 利 益 剰 余 金 2,566,936

自 己 株 式 △67

純 資 産 合 計 3,484,282

資 産 合 計 13,865,366 負 債 ・ 純 資 産 合 計 13,865,366

(注) 記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 10,045,625

売 上 原 価 7,508,511

売 上 総 利 益 2,537,114

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,800,204

営 業 利 益 736,909

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 2,053

技 術 指 導 料 6,391

そ の 他 2,353 10,798

営 業 外 費 用

支 払 利 息 104,222

そ の 他 9,597 113,819

経 常 利 益 633,888

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 2,991 2,991

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 25,155

減 損 損 失 32,635 57,790

税 引 前 当 期 純 利 益 579,089

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 228,348

法 人 税 等 調 整 額 △2,724 225,624

当 期 純 利 益 353,465

(注) 記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 資本剰余金合計

平 成 25 年 ４ 月 １ 日 残 高 895,308 250 250

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当

当 期 純 利 益

事業年度中の変動額合計 ― ― ―

平 成 26 年 ３ 月 31 日 残 高 895,308 250 250

株 主 資 本

純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

自己株式
株 主 資 本
合 計

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益
剰 余 金 利 益 剰 余 金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

平 成 25 年 ４ 月 １ 日 残 高 17,516 2,261,197 2,278,713 △67 3,174,204 3,174,204

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 4,338 △47,726 △43,387 △43,387 △43,387

当 期 純 利 益 353,465 353,465 353,465 353,465

事業年度中の変動額合計 4,338 305,739 310,078 ― 310,078 310,078

平 成 26 年 ３ 月 31 日 残 高 21,854 2,566,936 2,588,791 △67 3,484,282 3,484,282

(注) 記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のないもの………… 移動平均法による原価法を採用しております。

② たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 ………… 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）を採用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 …………

（リース資産を除く）

主に定率法を採用しております。

ただし、石狩データセンターに係る建物及び構築物については、定

額法を採用しております。

② 無形固定資産 …………

（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間

（主に５年）に基づく定額法を採用しております。

③ リース資産 ………… 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によって

おります。

なお、所有権移転ファイナンス・リース取引に係る固定資産は、リ

ース資産として区分せず、有形固定資産に属する各科目に含める方

法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用して

おります。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引

開始日が、平成20年３月31日以前のリース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金 ………… 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性

を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 ………… 従業員に対する賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額の当事業

年度の負担額を計上しております。
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(4) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　 消費税等の …………

　 会計処理方法

税抜方式によっております。

２．表示方法の変更に関する注記

(損益計算書)

前事業年度において、独立掲記しておりました「営業外費用」の「支払手数料」は、金額的重要性

が乏しくなったため、当事業年度より「その他」に含めて表示しております。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 担保資産

担保に供している資産は次のとおりであります。

建物 1,566,391千円

土地 378,133千円

構築物 485千円

担保付債務は次のとおりであります。

１年内返済予定の長期借入金 540,360千円

長期借入金 1,546,690千円

長期借入金に対する銀行保証 461,541千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 6,630,287千円

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

営業取引による取引高

販売費及び一般管理費 25,373千円
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５．株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類
当事業年度期首
株 式 数 (株)

当事業年度増加
株 式 数 (株)

当事業年度減少
株 式 数 (株)

当 事 業 年 度 末
株 式 数 (株)

普 通 株 式 8,677,600 ― ― 8,677,600

(2) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類
当事業年度期首
株 式 数 (株)

当事業年度増加
株 式 数 (株)

当事業年度減少
株 式 数 (株)

当 事 業 年 度 末
株 式 数 (株)

普 通 株 式 111 ― ― 111

(3) 剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額

決 議 株式の種類
配 当 金 の
総額(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 43,387 利益剰余金 5
平成25年
３月31日

平成25年
６月24日

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決 議 予 定 株式の種類
配 当 金 の
総額(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 43,387 利益剰余金 5
平成26年
３月31日

平成26年
６月23日
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６．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）

前受金 83,621千円

資産除去債務否認額 56,849千円

未払従業員賞与等 50,727千円

貸倒引当金限度超過額 12,168千円

減価償却超過額 10,776千円

減損損失 8,320千円

未払事業税 6,889千円

投資有価証券評価損 6,135千円

未払事業所税 3,060千円

その他 2,724千円

繰延税金資産小計 241,272千円

評価性引当額 △6,135千円

繰延税金資産合計 235,137千円

（繰延税金負債）

資産除去費用 18,967千円

繰延税金負債合計 18,967千円

繰延税金資産（負債）の純額 216,170千円
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７．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定しており、資金調達については銀行等金融機

関からの借入及びリース取引等によりこれを実施しております。

売掛金に係る顧客の信用リスクは、販売管理規程及び与信管理規程に沿ってリスク低減を図って

おります。また、投資有価証券は主として非上場株式であり、四半期ごとに発行会社の財政状態の

把握を行っております。

借入金及びリース債務は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであります。なお、デ

リバティブは利用しておりません。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

平成26年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりで

あります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりませ

ん。

貸借対照表計上額 時価 差額

① 現金及び預金 2,087,071千円 2,087,071千円 －千円

資産計 2,087,071千円 2,087,071千円 　 －千円

① １年内返済予定の長期借入金 632,666千円 632,666千円 －千円

② リース債務（短期） 1,018,239千円 1,018,239千円 －千円

③ 長期借入金 1,915,925千円 1,917,299千円 1,374千円

④ リース債務（長期） 3,172,582千円 3,165,159千円 △7,423千円

負債計 6,739,413千円 6,733,364千円 △6,048千円

（注）金融商品の時価の算定方法

資 産

① 現金及び預金

全て短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ

ております。

負 債

① １年内返済予定の長期借入金、② リース債務（短期）

全て短期で返済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ

ております。

③ 長期借入金

元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値

により算定しております。
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④ リース債務（長期）

元利金の合計額を、同様の新規リース取引を行った場合に想定される利率で割り引いた現在

価値により算定しております。

８．関連当事者との取引に関する注記

関連当事者との取引

属 性
会 社 等
の 名 称

議決権等
の所有(被
所有)割合

関 連 当 事 者
と の 関 係

取引の内容
取引金額
(千円)

科 目
期末残高
（千円）

親会社の子会社
日商エレク
トロニクス
株式会社

なし
営業上の取引
役 員 の 兼 任

機 材 の 購 入 228,093 買 掛 金 11,853

サービスの提供 204,535 売 掛 金 18,891

(注)１．機材の購入については、日商エレクトロニクス株式会社以外からも複数の見積もりを入手
し、市場の実勢価格を勘案して発注先及び価格を決定しております。

２．サービスの提供の取引条件及び取引条件の決定方針等については、一般取引条件と同様に
決定をしております。

３．取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。

９．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 401円53銭

(2) １株当たり当期純利益 40円73銭

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書

　平成26年５月９日
さくらインターネット株式会社

取 締 役 会 御 中

新日本有限責任監査法人

指 定 有 限 責 任 社 員
公認会計士 大 谷 智 英 ㊞

業 務 執 行 社 員

指 定 有 限 責 任 社 員
公認会計士 内 田 聡 ㊞

業 務 執 行 社 員

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、さくらインターネット株式会社の
平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第15期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行
った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算

書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重
要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と
判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びそ

の附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及び
その附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画
を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するた
めの手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及
びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的
は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価
の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書
の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方
針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及
びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益
の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

以 上
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監査役会の監査報告

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第15期事業年度の取締役の職務の

執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下

のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について

報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に

応じて説明を求めました。

　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、

取締役、内部監査室その他の使用人、親会社の監査役その他の者と意思疎通を図り、情報の収集及

び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等

からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧

し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事業報告に記

載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式

会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に

定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統

制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を

受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に

係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。

　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証

するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め

ました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社

計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計

審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に

基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別

注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと

認めます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認めら

れません。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制

システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は

認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　 平成26年５月16日

さくらインターネット株式会社 監査役会

常勤監査役 野 﨑 國 弘 ㊞
監 査 役(社外監査役) 小 川 清 司 ㊞
監 査 役(社外監査役) 梅 木 敏 行 ㊞
監 査 役(社外監査役) 吉 田 昌 義 ㊞

以 上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案 剰余金の処分の件

　剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項

　 当期の期末配当につきましては、当期の業績、今後の事業展開及び内

　 部留保の状況等を総合的に勘案し、以下のとおりといたしたいと存じま

　 す。

　１．配当財産の種類

　金銭といたします。

　２．配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　当社普通株式１株につき５円

　総額 43,387,445円

　 ３．剰余金の配当が効力を生じる日

　平成26年６月23日といたしたいと存じます。
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第２号議案 取締役６名選任の件

　平成26年４月30日付けをもって社外取締役野村昌雄氏が辞任し、本総会終結の

時をもって取締役全員（４名）が任期満了となります。また、当社では、社外取

締役を１名から２名に増員し、コーポレート・ガバナンスの一層の強化を図りた

いと考えております。つきましては、社外取締役２名を含む取締役６名の選任を

お願いするものであります。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、当社における地位及び
担当並びに重要な兼職の状況

所有する当社
の 株 式 数

1
田　中　邦　裕
た なか くに ひろ

(昭和53年１月14日生)

平成10年４月 株式会社インフォレスト設立

代表取締役

251,600株

平成11年８月 さくらインターネット株式会社設立

代表取締役社長

平成12年４月 合併に伴い、エスアールエス・さくらイ

ンターネット株式会社（現当社）代表取

締役社長

平成12年12月 当社代表取締役副社長

平成16年６月 当社取締役最高執行責任者

平成19年11月 当社代表取締役社長兼最高経営責任者

平成20年６月 当社代表取締役社長（現任）

平成21年８月 株式会社田中邦裕事務所設立

代表取締役社長（現任）

平成22年７月 当社内部監査室室長（現任）

平成22年11月 当社新規事業室室長（現任）

平成23年５月 当社開発部部長

平成23年10月 当社企画部部長

平成26年４月 当社人事部部長（現任）

（重要な兼職の状況）

株式会社田中邦裕事務所 代表取締役社長

〔当社における担当〕

内部監査室、新規事業室、さくらインターネット研究所、

人事部担当
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、当社における地位及び
担当並びに重要な兼職の状況

所有する当社
の 株 式 数

2
舘　野　正　明
たて の まさ あき

(昭和45年11月５日生)

平成５年４月 味の素株式会社入社

12,000株

平成14年８月 エスアールエス・さくらインターネット

株式会社（現当社）入社

平成16年６月 当社執行役員営業部部長

平成17年７月 当社執行役員企画開発部部長

平成18年６月 当社執行役員企画部部長

平成20年６月 当社取締役副社長（現任）

平成20年７月 当社企画部部長

平成21年４月 当社総務部部長

平成23年10月 当社営業部部長

当社広報宣伝室室長（現任）

平成26年４月 当社企画部部長（現任）

当社開発部部長（現任）
〔当社における担当〕

企画部、開発部、広報宣伝室担当

3
川　田　正　貴
かわ だ まさ たか

(昭和46年８月５日生)

平成７年４月 株式会社第一勧業銀行入行

０株

平成９年12月 門井税務会計事務所入所

平成14年８月 山本守税理士事務所入所

平成16年４月 株式会社PPMビジネスサポート入社

取締役

平成17年４月 当社入社

平成17年９月 シムデスクテクノロジーズ株式会社入社

財務部長

平成18年11月 同社代表取締役

平成20年４月 当社入社 企画部副部長

平成20年６月 当社取締役（現任）

平成21年10月 当社経理財務部部長（現任）

〔当社における担当〕

経理財務部、リスクマネジメント室担当
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、当社における地位及び
担当並びに重要な兼職の状況

所有する当社
の 株 式 数

4
村　上　宗　久
むら かみ むね ひさ

(昭和43年12月13日生)

平成３年４月 日商岩井株式会社（現双日株式会社）入

社

０株

平成12年１月 日本ウェーブロック株式会社（現ウェー

ブロックホールディングス株式会社）出

向

平成14年10月 同社経営企画室室長

平成15年１月 同社入社

平成16年10月 同社執行役員経営企画室室長

平成17年２月 ダイオ化成株式会社社外取締役

平成18年８月 双日株式会社入社

新規事業開発グループITコンテンツ事業

部担当課長

平成19年４月 同社産業情報部担当課長

平成20年３月 当社出向 企画部担当部長

平成22年４月 当社営業部担当部長

平成22年６月 当社取締役（現任）

平成23年３月 当社営業部部長

平成23年10月 当社エンタープライズ営業推進室室長

平成24年７月 双日株式会社産業情報部担当部長（現

任）

平成26年４月 当社経営企画室室長（現任）

〔当社における担当〕

経営企画室、エンタープライズ営業推進室担当
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、当社における地位及び
担当並びに重要な兼職の状況

所有する当社
の 株 式 数

5

※
もり た かつ や

森 田 勝 也
(昭和40年９月22日生)

昭和63年４月 国際証券株式会社（現三菱UFJモルガ

ン・スタンレー証券株式会社）入社

０株

平成元年５月 日商岩井不動産株式会社（現双日総合管

理株式会社）入社

平成12年９月 日商岩井株式会社（現双日株式会社）入

社

平成18年４月 株式会社クロックワークス社外取締役

平成21年４月 双日株式会社機械部門企画業務室

平成22年４月 同社機械部門企画業務室企画課課長

平成25年４月 同社機械部門企画業務室副室長（現任）

未来創電球磨錦町株式会社社外監査役

（現任）

未来創電知多美浜株式会社社外監査役

（現任）

未来創電斜里小清水株式会社社外監査役

（現任）

平成25年５月 未来創電上北六ヶ所株式会社社外監査役

（現任）

（重要な兼職の状況）

未来創電球磨錦町株式会社 社外監査役

未来創電知多美浜株式会社 社外監査役

未来創電斜里小清水株式会社 社外監査役

未来創電上北六ヶ所株式会社 社外監査役

6

※
つじ たけし

辻 壮
(昭和41年７月16日生)

平成３年４月 日商岩井株式会社（現双日株式会社）入

社

０株

平成６年８月 SUNROCK I'NATIONAL CO.LTD出向

平成14年３月 日商エレクトロニクス株式会社出向

平成21年４月 双日株式会社産業情報部第二課課長

平成24年６月 同社機械部門企画業務室担当部長

平成26年１月 同社産業情報部部長（現任）

（重要な兼職の状況）

双日株式会社 産業情報部 部長

― 32 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2014年05月27日 20時29分 $FOLDER; 32ページ （Tess 1.40 20131220_01）



(注) １.※は新任の取締役候補者であります。
２.各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
３.村上宗久氏の過去５年間及び現在における当社の親会社である双日株式会社又はその子会

社における地位及び担当につきましては、「略歴、当社における地位及び担当並びに重要な
兼職の状況」に記載のとおりであります。

４.森田勝也氏及び辻壮氏は、社外取締役候補者であります。
５.森田勝也氏を社外取締役候補者とした理由は以下のとおりであります。

同氏は、主に出身分野である情報・通信業界における豊富な経験を有しているため、その
経験と知見により、当社の経営を適切に監督してもらうべく、社外取締役として選任をお
願いするものであります。なお、同氏は、過去に社外取締役又は社外監査役となること以
外の方法で会社の経営に関与したことはありませんが、上記の理由により、社外取締役と
しての職務を適切に遂行できると判断いたしました。

６.辻壮氏を社外取締役候補者とした理由は以下のとおりであります。
同氏は、主に出身分野である情報・通信業界における豊富な経験を有しているため、その
経験と知見により、当社の経営を適切に監督してもらうべく、社外取締役として選任をお
願いするものであります。なお、同氏は、これまで直接会社経営に関与された経験はあり
ませんが、上記の理由により、社外取締役としての職務を適切に遂行できると判断いたし
ました。

７.森田勝也氏は当社の親会社である双日株式会社の業務執行者です。同氏の過去５年間及び
現在における双日株式会社又はその子会社における地位及び担当につきましては、「略歴、
当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況」に記載のとおりであります。また、
同氏は過去２年間に、双日株式会社より使用人としての給与等を受けており、今後も受け
る予定であります。

８.辻壮氏は当社の親会社である双日株式会社の業務執行者です。同氏の過去５年間及び現在
における双日株式会社又はその子会社における地位及び担当につきましては、「略歴、当社
における地位及び担当並びに重要な兼職の状況」に記載のとおりであります。また、同氏
は過去２年間に、双日株式会社より使用人としての給与等を受けており、今後も受ける予
定であります。

９.森田勝也氏及び辻壮氏の選任が承認された場合は、当社は両氏との間で会社法第427条第１
項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であ
り、その契約の概要は、賠償責任限度額を法令の定める最低責任限度額とするものであり
ます。
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第３号議案 監査役１名選任の件

　監査役小川清司氏が本総会終結の時をもって辞任により退任いたしますので、

監査役１名の選任をお願いするものであります。

　なお、萩野和実氏は、補欠としての選任ではありませんので、その任期は、当

社定款の定めにより、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関

する定時株主総会終結の時までとなります。

また、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
(生年月日)

略歴、地位及び担当並びに
重要な兼職の状況

所有する当社
の 株 式 数

はぎ の かず み

萩 野 和 実
(昭和44年３月18日生)

平成４年４月 株式会社三和銀行（現株式会社三菱東京

UFJ銀行）入行

０株

平成19年８月 双日株式会社入社 リスク管理部

平成24年７月 同社機械部門企画業務室企画課

平成24年10月 同社機械部門企画業務室企画課課長

平成25年４月 双日佐和田火力株式会社社外監査役（現

任）

平成25年10月 双日株式会社機械部門コントローラー室

コントローラー課課長（現任）

（重要な兼職の状況）

双日佐和田火力株式会社 社外監査役

(注) １.萩野和実氏は新任の監査役候補者であります。
２.萩野和実氏と当社との間には特別の利害関係はありません。
３.萩野和実氏は、社外監査役候補者であります。
４.萩野和実氏を社外監査役候補者とした理由は以下のとおりであります。

同氏は、長きにわたり金融機関に在籍し、財務及び会計に関する相当程度の知見を有して
いるため、当社の監査においてその職務を適切に遂行してもらうべく、社外監査役として
選任をお願いするものであります。なお、同氏は、過去に社外取締役又は社外監査役とな
ること以外の方法で会社の経営に関与したことはありませんが、上記の理由により、社外
監査役としての職務を適切に遂行できると判断いたしました。

５.萩野和実氏は当社の親会社である双日株式会社の業務執行者です。同氏の過去５年間及び
現在における双日株式会社又はその子会社における地位及び担当につきましては、「略歴、
地位及び担当並びに重要な兼職の状況」に記載のとおりであります。また、同氏は過去２
年間に、双日株式会社より使用人としての給与等を受けており、今後も受ける予定であり
ます。

６.萩野和実氏の選任が承認された場合は、当社は同氏との間で会社法第427条第１項の規定に
基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であり、その契
約の概要は、賠償責任限度額を法令の定める最低責任限度額とするものであります。

以 上
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株主総会会場ご案内図

会場：大阪市北区梅田三丁目３番45号

ホテルモントレ大阪 14階 浪鳴館

TEL（06)6458-7111

●JR大阪駅（桜橋口）より徒歩５分

●JR東西線北新地駅より徒歩６分

●阪神梅田駅より徒歩５分

●地下鉄四つ橋線西梅田駅より徒歩５分

●地下鉄御堂筋線梅田駅より徒歩８分
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